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環境とは何かを現場で体験・学習するために、校外も学びのフィールドです。環境科学科の実習プログラムでは、自然環境
の調査方法、獣害や自然災害に強い里山里海の保全整備、里山里海の景観や資源を活用した地域活性化や自然エネル
ギーの活用などを学びます。現地での実習を通して、生態系に配慮した自然の利活用および地域振興、社会基盤の整備
や管理に貢献できる人材の育成を目指します。

2025 WINTER

キャンパスを飛び出し、さまざまな環境に触れながら学べる実習を数多く行っています！

環境科学科３年

左から ： 城ヶ端 扶 さん
金丸 暉丘 さん
神田 倭吹 さん
澤田 遼名 さん
田原 奈  々さん
判 琴羽 さん



巻頭
特集

ISHIKAWA PREFECTURAL UNIVERSITY

SCHOOL FESTIVAL

谷本理事長（左）と
西澤学長（右）。
能登応援コーナー
の前にて。

響緑祭響緑祭

県大産の野菜・果物販売

野々市市消防団 放水体験

餅つき大会

お囃子演奏

サークル対抗クイズ

軽音ステージ

第 回20

毎年恒例の
餅つき大会。
かわいいゲストも
参加して
くれました！

消防服と
ヘルメットを装着、
消防士さん気分で
放水体験！

県立大
クイズ王をかけた
知の競演！

総勢28名が
参加して
盛り上がった
ダンスステージ！

参加バンド数が
増えてパワーアップした
軽音ステージ！

石川県立大学では、能登半島地震
で被害を受けた地域の復旧・復興
を支援するための研究プロジェク
トを進めています。詳しくは裏表紙
をご覧ください。

ダンスステージ

能登半島地震で
被災された珠洲市

粟津地区の方 と々学生が
一緒にお囃子演奏を
披露しました！

大人気イベント
野菜・果物販売は
おかげさまで
今年も完売！

心を込めて
点てたお茶を
いただいて
リラックス！

合唱ステージ
新しく創設された
合唱サークルの
フレッシュな歌声！

茶道

縁の下の力持ち
無料シャトルバスも
活躍しました！

無料シャトルバス

[  2 0 2 4 . 1 0 . 2 6 - 2 7  ]
第20回 石川県立大学祭 響緑祭を

10月26日(土)・27日(日)に開催しました。



9月22日～9月26日 台南大学との学術交流レポート

台湾南部の台南市は、20世紀初頭に石川県出身の水利技術者
である八田與一（はったよいち）技師が建設を指導した烏山頭
（ウーサントウ）ダムによって農業が盛んになった嘉南平野に
あるため、石川県とは縁が深い土地柄です。国立台南大学は
台南師範学校から続く120年の歴史がある大学で、環境と
生態、バイオテクノロジーなどを学ぶ領域があり、石川県立
大学で行っている学問とも親和性が高いです。そこで、このたび
国立台南大学と石川県立大学の学術交流を始めるキックオフ
として、学長を団長に、学生10名と教員6名が台南大学と周辺
地域を訪問しました。

23日の調印式では、本学の西澤学長が台南大学の
陳学長と面会し、両大学の国際交流協定を締結しま
した。調印式の後、キャンパスを視察しました。

石川県立大学　国立台南大学

台南大学の様子。重厚な建物と南国の植物。

Repor
t

学長
学部生
大学院生
教員

7 名
3 名
6 名

9月22日（日） 
9月23日（月） 

9月24日（火） 

9月25日（水） 

9月26日（木） 

■移動日
■台南市内見学
■大学連携協定調印式
■台南大学の見学
■台南大―県立大 環境・生物学シンポジウム
■ポスター発表
■学生交流
■台南市郊外の烏山頭（ウーサントウ）ダム・
  台江国家公園等見学
■移動日

学生たちは、これまであまり経験したことがない英語での発表やディスカッション、
他国の学生との交流をする貴重な機会となりました。また、日本と台湾の文化の違い
や共通性に触れて、一人ひとりにとって思い出深い学術交流となりました。初めて
の環境でも積極的に行動する学生たちに教員も感激し、心強い思いでした。

アクティブ スチューデンツステキな県立大生を紹介!
どうしてその活動を
しようと思ったのですか？

どんな活動を
していますか？

活動をしてみて学んだこと、
よかったことはなんですか？

生産科学科 4年
酒本 未希 さん

植物育種学研究室に属し、イネやカブ、大豆など
様々な農作物を栽培し、バイオインフォマティ

クス技術を用いた遺伝解析や実際の品種改良について
学んでいます。

A1

農場実習で野菜や作物を栽培した経験や、遺伝
解析を通じてプログラミングを学べる点に興味

を持ったことがきっかけです。特に、プログラミングは
ゼロから学べ、新しいスキルを身につけられると思った
からです。

A2

ゼロから学ぶため最初は全くわからず大変でし
たが、最近では少しずつ慣れてきて楽しみなが

ら取り組めるようになりました。また、栽培や遺伝解析、
植物の特性など幅広い分野を学べることや、研究室
メンバーと楽しく研究できる点が良かったです。

A3

環境科学専攻 修士2年
藤原 昌敬 さん

オーストラリアに渡り1年間、農業研修生として
インターンを行いました。農家さんから実技

指導を受け、実際に様々な作物を栽培し、有機肥料の
作り方や様々な流通・販売方法を現地で学びました。

A1

“もう一度タガメを日本で復活させる”という私の
夢を叶えるため、私は農家となり環境に優しい

農地を自らの手で広げていくと決意しました。そこで
環境再生型農業という農法を習得するため、オースト
ラリアでの農業研修プログラムに参加しました。

A2

自ら農家となり環境に優しい農地を広げていく
ことは非効率だと気づきました。帰国後は、環境

に配慮する生産者の方が報われるサービスを提供する
企業に入社し、タガメ復活に貢献するという新たな目標
を見つけることができました。

A3

食品科学科 3年
寺下 遥香 さん

ダンスサークルに所属し、週1回の全体練習と、
新歓・新春・響緑祭の年3回の学内ステージ、

その他学外イベントに出演しています。今年は能登の復興
イベントや金沢での学生イベントにも参加しました。

A1

小学校のときにダンスを習っていたことや、大学
での交友関係を広げるために何かサークルに

入りたいと思ったことがきっかけです。体験に行って
みると先輩方がとても優しくてダンスサークルに入る
ことを即決しました。

A2

１つ１つの過程を大切にして準備を進めること
が大事だと強く感じました。限られた動きや時間

で観客を魅了する方法を考えながら何度もみんなで
練習し、本番の発表で全てを出し切ることができた時は
とても嬉しいです。

A3

応用生命科学専攻 修士1年
深津 麟太郎 さん

植物細胞工学研究室の小林高範教授のもとで、
バイオテクノロジー技術によって作製したイネ

を用いて、植物と鉄の関連性を分子レベルで研究して
います。

A1

バイオテクノロジー技術に興味をもったことが
きっかけでこの研究室に入ろうと思いました。

研究を進めていく中で、その面白さに気づき、大学院に
進んでさらに研究をやりたいと思うようになりました。

A2

専門的な知識だけにとどまらず、プレゼン
テーション能力や日々の研究活動で培ってきた

忍耐力など、様々な知識と経験を得ることができたこと
です。

A3

Q1 Q2 Q3

23日
9月

25日は、台南市郊外にあり石川県にもゆかりが深い
烏山頭（ウーサントウ）ダム、台江国家公園のマング
ローブ林、台南市の旧市街などを視察しました。

25日
9月

24日は、「NUTN-ISPU Envi ronmenta l  and  
Biological Sciences Symposium（台南大―県立大 
環境・生物学シンポジウム）」が開催され、台南大学の
学生・教員80名以上が参加しました。シンポジウムでは、
石川県立大学の5名の教員が研究紹介を行い、両大学
の学生がポスター発表を行いました。その後台南大学
の教員から研究紹介があり、両大学の学生が授業や
学生生活について紹介しました。ポスター発表の様子。事前練習を活か

して、英語で頑張っていました。

24日
9月

参加者 日 程

教員から
コメント

調印式の様子
（中央から右が本学の西澤学長と教員、左が台南大学の陳学長と教員）

烏山頭ダムの建設を指揮した八田與一技師の像と一緒に！

［ 柳井特任教授 ］



OB・OGの 現在地ぼくら

わたしら

入社から14年、これまで複数の部署を経験しましたが、いずれも
ビフィズス菌をはじめとした機能性素材に関わっています。現在は
家庭用食品の開発や基礎研究をしており、特に力を入れているのは、
いろいろな食品中に、ビフィズス菌を生きたまま配合する研究です。
県大には1期生として入学し、人を巻き込みながら主体的に行動
することを学びました。特に、初代の自治会長と響緑祭実行委員長を
務めた経験は大きく、現在、様々な企画を主導することに繋がって
います。また、講義の不明点は先生の部屋へ聞きに行っていました。
どの先生も親身に教えて下さったため理解が深まり、今の仕事にも
役立っています。

自治会長や響緑祭実行委員長など、主体的に行動
した経験が、企画を主導する際に活きています。
森永乳業株式会社
元吉 智美 さん
食品科学科 卒業生（学士：平成21年度、修士：平成23年度 ※京都大学大学院）

現在は、令和6年能登半島地震や9月に発生した奥能登豪雨による被災地
の災害復旧業務を主に行っています。災害復旧業務の中でも農地・農業用
施設などの農業に関するものを取り扱っています。また、災害復旧業務以外
ではダムやため池の機能診断や新規の工事の計画に関わる仕事をしています。
在学中には、農地・農業用施設やコンクリート構造物、水利システムなど
農業土木に関する講義が多くありました。幅広く農業土木について学んだ
ことで、農業用施設を改修する工事を計画するときに役立っています。また、
大学院の頃に緑地環境学研究室でトキについての研究をしていたこと
からトキ放鳥推進に関わる仕事でも知識を活かして意見を出しています。

能登の災害復旧業務に尽力する毎日。
農業土木に関する幅広い学びが業務に活きています。
石川県 奥能登農林総合事務所
橋本 駿 さん
環境科学科 卒業生（学士：令和3年度、修士：令和5年度）

私は臨床検査薬メーカーの品質管理部門に所属し、自己免疫疾患
検査試薬などの出荷前検査を担当しています。臨床検査薬というと
あまり馴染みがないかもしれませんが、これらは病気の診断や
治療効果の確認を目的として医療現場で使用されています。ELISA
試薬や遺伝子検査試薬の検定では、大学時代に類似の実験系に
触れていたためスムーズに業務に慣れることができました。また、
生産部門の測定データを書類審査する際にも、Western Blotなど
各種実験系に関する知識が活かされています。

業務で行う実験に類似した経験や、関係する
知識のおかげでスムーズに業務に慣れました。
株式会社医学生物学研究所
米澤 明莉 さん
食品科学科 卒業生（学士：令和2年度、修士：令和4年度）

私は石川県農林水産部に所属し、石川県における農業の生産振興や
生産基盤の確保に携わっています。特に農業の普及指導員として
農業者に技術的な助言をしつつ、市町、JA、メーカーなどと協働し、
地域農業が発展していくようコーディネートしています。在学中に
学んだ植物病理学や植物育種学をはじめ、農業に関する幅広い
知識は、農業の技術的な課題解決や農業者の経営改善について
指導・支援する際に役立っています。また、地域コミュニティにいち早く
馴染むことも大切で、仲間との出会いや学会等を通して様々な人達
と交流した経験も活きています。

在学中に学んだ幅広い知識を活かして、課題解決や
経営改善についての指導・支援を行っています。

石川県 農林水産部
清水 琢斗 さん
生産科学科 卒業生（学士：平成28年度）



〒921-8836 石川県野々市市末松1丁目308番地
Tel:076-227-7220（代）  Fax:076-227-7410
E-mail : jimu@ishikawa-pu.ac.jp
http://www.ishikawa-pu.ac.jp/

石川県公立大学法人

最新情報は
ホームページから

プレゼントコーナー

※アンケートは石川県立大学Webサイトにあるフォームからご回答ください。
※当選は賞品の発送をもってかえさせて頂きます。

今後のよりよい広報誌づくりのため皆様のご意見をお聞かせください。
アンケートにお答えいただいた皆様の中から抽選で・・・

アンケートは
こちらから

応募締切：2025年3月21日（金） 

【旬の果実をギュっと詰めました 
能登産ジャムシリーズ】を5名様に
プレゼントします。

能登半島地震は、地域住民の生活に深刻な影響を与え、古来から続く能登の一次
産業にも甚大な被害をもたらしました。本学は、県立大学として地域貢献を使命
とし、長年、能登地域での調査研究や文化伝統活動への参加など、地域連携を
深めてきました。教育と研究の主柱である「生産、環境、食品」の各分野を基軸と
した調査、研究、連携支援により、能登の一日も早い復旧・復興を目指します。

『能登復興支援プロジェクト』 9チームが復旧・復興に向けて2024年4月から始動しています。
研究の知見を活かして、県や自治体、関係団体と連携し
被災者に寄り添って復旧・復興を後押しします。

能登復興支援
プロジェクト

プロジェクトの枠組み

石川県立大学 復興支援への本学の役割

能登の里山里海の
美しい景観の
復活と維持

魅力的な能登の
地域づくり

自然と調和した
能登の復興
計画の策定

住民に寄り添った
産学官連携での推進避難者健康支援：

能登復活（Foot活）
プロジェクト

農地・農業用
施設の復旧・復興
プロジェクト

土砂災害発生
プロセスの解明と
二次災害リスク評価
手法の開発

能登の里山里海の
創造的復興に向けた
自然環境の現況調査と
伝統知の活用

灌水施設が破損した
農地での吸水性樹脂を
用いたサツマイモ
栽培実証試験

田園資源の
活用による
能登復興支援

農業生産者連携・
農村コミュニティ
復興支援に関する
総合研究

令和6年度能登半島
地震に関連する

食品産業被害復旧の
ための調査研究

畜産生産者
連携支援

学内公募による
9つの課題を展開

地震以外の自然災害も
視野に入れた対策

今後の地震対策を提案

被害に基づいた
再生手法を考案

被害の実態の把握

学長  

産学官連携
学術交流センター

大きな被害を受けた農業水利施設の
被害状況やメカニズムを調査

山地でも多くの山崩れが発生しており、
その実態と2次災害のリスクを調査します

プロジェクトの
活動の様子

豪雨被害を受けた河原田川輪島市市ノ瀬町の
土砂崩れ現場

環境科学科の3年生が能登半島地震の
被災地で現地実習

さつまいも収穫作業さつまいもの定植作業風景
(ドローンによる空撮)

能登町「日本海倶楽部ザ・ファーム」で
農福連携支援活動

岩が混じった土砂が
除去された塩田

岩が混じった土砂を塩田から
移動する作業の様子

珠洲市長橋地区の塩田で
災害復旧のボランティア

即売会でも販売された、能登ふれあい公社の【旬の果実をギュっと詰めました 能登産
ジャムシリーズ】が抽選で当たるアンケートを行なっています。ぜひご応募ください。

響緑祭では、能登応援コーナーを設け、県立大学の能登復興支援プロジェクトの研究を
パネル展示するとともに、能登産品の即売会も行いました。教員、学生と来場者のみなさんが
食べることや購買することで産地の応援をしました。

能登応援コーナー　  響緑祭in

ボランティアや
現地実習などの
学生の活動


